
帯状疱疹とは

休養について

帯状疱疹は、成人の約3人に1人が生涯で経験するとされ、特に50代以降で発症が増
えます。原因は、過去に水ぼうそうにかかった際のウイルスが体内の神経に潜伏し、
再び活性化することです。加齢に加え、疲労、ストレス、睡眠不足、免疫力の低下
などがきっかけになります。発疹の前に痛みや違和感が現れ、その後、体の片側に

帯状の発疹や水ぶくれが生じ、やがてかさぶたになって治っていきます。

『休養学』

日本皮膚科学会ガイドライン、厚生労働省資料をもとに作成



症状がある時は早めの受診を

疲労と休養について

発疹出現後できるだけ早く、目安として72時間以内に抗ウイルス薬を開始すること
が重要です。治療が遅れると、発疹が治った後も痛みが続く帯状疱疹後神経痛のリ

スクがあります。眼の周囲や顔面に症状が出た場合は、視力障害や顔面神経麻痺な
どの合併症にも注意が必要です。

予防には、睡眠・疲労管理と予防接種が大切です。2025年度からは65歳を基本に定
期接種が開始しました。対象外でも親世代への情報共有をお願いします。
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